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１ はじめに
2007年に財政再建団体に指定された夕張
市にみられるように，今日の日本の旧産炭地
は苦境に立たされている．しかしながら，近
年こうした旧産炭地で，炭鉱の遺構を「産業
遺産」として再発見し，地域活性化に結びつ
けようとする取り組みが始まっている．本報
告では，九州でのそのような取り組みの一つ
として，長崎県長崎市の端島（通称・軍艦島）
の事例を取り上げる．ここでは，炭鉱閉山後
無人島となったこの島の保存・活用をめぐっ
て，誰がどのような動機でそれに関わり，そ
の取り組みがいかに進められているのか，そ
してその可能性と課題とは何かについて考察
する．
ここで紹介する端島は，かつて海底炭鉱の
島として栄えていた．一周1,500メートルに
満たない小さな島内には，炭鉱マンとその家
族が住んでいた高層アパート群に加え，小学
校，中学校，病院，神社，寺院，小売店，映
画館，パチンコ屋など，あらゆる都市の要素
が所狭しと詰め込まれていた．つまり端島は，
高度に凝縮された一つの「炭鉱社会」だった
のである．しかしながら，炭鉱が1974年１月
に閉山になると，それからたった三ヶ月の間
にこの島は無人島となった．
だが閉山から30年近くが経って，この島は
「産業遺産」として再発見されることになる．
2009年１月には，この島はユネスコ世界遺産
の暫定リストに，「九州・山口の近代化産業遺
産群」の構成資産の一つとして記載された．
これと時期を合わせて，島の所有者の長崎市
は島内に見学用通路を整備し，安全規定を定
めた上でこれまでの島内立ち入り禁止を解
き，４月22日から観光用に一般公開を始め
た．
端島の他にも，日本の産業遺産としては，
2007年に世界遺産暫定リストに記載された
群馬県の富岡製糸場，さらに端島＝軍艦島と
ともに「産業遺産群」としてリストに記載さ
れた福岡県の旧三池炭鉱の万田坑施設や宮原
坑施設などがあり，各地域でまちおこしの起
爆剤として注目が集まっている웖웋웗．
では，なぜ今このように産業遺産への関心
が高まっているのか．そのきっかけの一つに
世界遺産ブームが挙げられる．日本は1992年
に世界遺産条約を批准したが，これによって
これまでの日本の文化財に新たなブランド性
が付与されただけでなく，産業遺産のような
新しい文化遺産のカテゴリーも注目された．
さらに1994年12月の第18回世界遺産委員
会では，世界遺産登録における様々な偏りを
是正し，世界遺産の普遍性や信頼性を確保し
ていくことが確認された．そのなかで，産業
遺産は今後の積極的な検討の対象として挙げ
られ，実際その後多くの産業遺産が世界遺産
に登録された．日本でも，1990年から文化庁
が近代化遺産総合調査を開始し，2007年・
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2009年には経済産業省が「近代化産業遺産群
33」の公表を行なった．最近では地方自治体
も「産業遺産」あるいは「世界遺産」のブラ
ンドを利用して，マイナスのイメージがあっ
た産業遺構を地域のシンボルへと転換しよう
とし始めている（須田他2002；矢作2004）．
端島もまた，このような文脈で再発見された
のである．
２ 端島＝軍艦島の概要
端島は長崎市沖合15キロメートルほどの
場所に位置する（図表１）．そしてそのすぐ北
側には同じく炭鉱の島であった高島があり，
対岸の野母半島には高浜という集落がある．
これらの集落はそれぞれ端島と深い関わりが
あったが，それについては後述する．
端島は1890（明治23）年に三菱社に買収さ
れてから近代的な採炭が始まり，1897（明治
30）年には出炭実績で隣の高島を抜き，以降
三菱高島炭鉱の中心となる．この1897年に，
高島炭鉱は全国にさきがけて納屋制度を廃止
し，直轄制度に移行している．またこの間，
三菱は埋め立てによって端島の面積を倍近く
に拡張し，同時に納屋制度廃止に伴う居住環
境の改善の一環として，炭鉱マンやその家族
のための住宅を建造した．1916（大正５）年
には日本初と言われる鉄筋コンクリート造り
の30号棟アパートを完成し，島の景観も「軍
艦島」の異名にふさわしいものとなっていく．
端島炭坑は，坑道が海底深く，傾斜もきつ
かったため，作業の機械化が困難であった．
戦時中には，この厳しい労働環境下で，労働
力の不足を補うために女性の坑内就業が認め
られ，さらに多くの朝鮮人や中国人が動員さ
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図表１ 高島，端島（軍艦島）の位置
(国土地理院地形図より作成，上の○が高島，下が端島)
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れた（高島炭鉱の労働者の14.3％が朝鮮人
だったという（『高島炭砿史』））．
敗戦後の1946年には，日本政府は傾斜生産
方式により石炭の増産を目標とした．これに
より，炭鉱には生活物資の優先的配給，炭鉱
住宅建設の促進が図られたため，復員者や引
揚者が仕事や住居を求めて集まり，出炭量も
徐々に回復した．こうして1960年代には島の
人口は5,000人を超え（図表３参照），人口密
度は東京の９倍と言われた．1957年には海底
水道が完成し，昭和30年代にはほとんどすべ
ての家にテレビがあったなど，当時の水準か
らみても豊かな生活を享受していたようであ
る．
しかしながら，「安全に採掘しうる炭量が枯
渇して砿命が尽きた」（『高島炭砿史』）ため，
1974年１月の閉山が決まった．折りしも閉山
決定がオイルショックの影響が出る直前だっ
たため，ほとんどの炭鉱マンは三菱や労働組
合の斡旋により無事再就職できたという．再
就職先は長崎が多かったものの，大阪や京都
などの関西や，神奈川・千葉・東京などの関
東に分散した．これにより，たった３ヶ月の
間に島の人口は０になり，以後端島は現在に
至るまで無人島となった웖워웗．
３ 端島（軍艦島）に関わる人々
次に，地元の人々による活動に光を当て，
その動機や効果についてみていく．2007年の
２月から現在まで，筆者は長崎市を中心に30
名以上の端島（軍艦島）関係者に聞き取りを
行なってきた．具体的には，NPO法人「軍艦
島を世界遺産にする会」の理事長をはじめと
する中心メンバー，端島の元住民，端島の周
辺地域である高浜や高島の住民，そして長崎
市関係部署などである．さらにこれに加えて，
2007年の８月には端島の隣の高島に一ヶ月
間滞在し，端島のツアーのガイドを手伝いな
がら参与観察を行なった．
この中で明らかになったのは，立場や居住
地の違いによる端島への関わりの多様性であ
る．また，地域社会における端島の活用とい
う観点からみると，主に端島元住民，高浜の
人々，高島の人々が主要なアクターとして浮
かび上がってきた．高浜の属する旧野母崎町
と，旧高島町は2005年１月に長崎市と合併し
たが，地域の活動としてはそれぞれ独立して
おり，これらの主体がそれぞれの動機と利害
関係を持ちながら，行政にさきがけて端島の
保存と活用に向けて行動していた．以下，そ
れぞれについて具体的にみていく．
3.1 (端島）元住民
端島の元住民は，炭鉱閉山後は島を出なけ
ればならなかったため，現在は長崎県を中心
に全国に散らばってしまっている．その後，
元労働組合を中心とした同窓会的な全国組織
として「端島会」が結成されたが，今日では
図表３ 高島および端島の人口の変遷
高島町編（1983，1998）および長崎市HPより作成
※端島は1955年に高島町に編入された
図表２ 端島出炭量（『高島炭砿史』より作成)
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多くのメンバーが高齢化して集まるのが難し
くなったため，地域ごとの小さな集まり以外
は事実上行なっていない웖웍웗．そして彼らは，以
下の発言にみられるように，必ずしも端島の
文化遺産化には積極的ではなかった．
端島の人はとりかた色々ですよね．
……ただ世界遺産にするしないは，半々
の気持ちもあるんです，やっぱり．あん
まり行きたくないんですよ，もう．自分
たちも楽しい思い出しかなかったし，
そっとしてやりたいっていう思いも，頭
の片隅に絶対ありますよ．웖웎웗
ところが，元住民の一人が呼び掛け人と
なった「軍艦島を世界遺産にする会」が2003
年にNPO認証された．彼自身は元炭鉱マン
などではなく，その長男であったが，以下の
発言のように青春時代を過ごした端島に深い
思い入れがあり，自分たち家族の生きた証を
保存したいという思いから活動を始めたとい
う．
何がここまで一人の人間を突き動かし
たのかなあと思いますね．ただ八年間住
んだだけなのに，やっぱり，自分が生き
てきた痕跡が残ってるとこって，ここし
かないですよ．……だから自分のふるさ
とというのを残したいという気持ちは，
まあいつまでも最終的に根底にあると思
う．だから最初から産業遺産というかた
ちでいったんだったら，たぶん僕はここ
までやってなかったと思う．웖웏웗
初めはその活動は行政からも他の元住民から
も積極的な支持を得られずにいたが，現在で
はその継続的な活動の実績が認められ，名実
ともに「軍艦島」の窓口的存在となっている．
3.2 高浜（旧野母崎町）
次に，端島の対岸の集落である高浜（旧野
母崎町）がある．かつて，この集落の女性は
舟で端島に通い，鮮魚や野菜を売って多くの
現金収入を得ていたという．30年経って，野
母崎町商工会青年部が端島を新しい観光資源
にすることを考え始め，「地元」の協力者を求
めていたNPOと2002年末頃に出会う웖원웗．こ
れにより，2003年にはNPO主催のシンポジ
ウムが野母崎町（当時）で開催され，さらに
地元の野母崎町郷土資料館の一部を借りて手
作りの「軍艦島資料館」を開設した웖웑웗．
とはいえ，こうした商工会青年部の活動は
地元では十分に認知されてはいなかったよう
である．資料館もオープンした時期がちょう
ど毎年12月中旬から１月中旬頃にかけて開
催される「野母崎水仙まつり」の時期に重な
り，一ヶ月に４千人以上が訪れたというが，
基本的に無料の展示のため管理人を雇用する
こともできず，「２ヶ月が限界でした」とい
う웖웒웗．その後は開店休業状態が続いた資料館
だが，2008年末に軍艦島の世界遺産暫定リス
ト入りが報道されたのをきっかけに，12月に
展示を入れ替えてリニューアルオープンを果
たした．後述するように，この2008年末の時
点でもいくつかの軍艦島ツアーが開催されて
いたが，悪天候などで船が欠航になった場合
にツアーの代替となる施設が必要となってい
た．公設の資料館としては，端島の隣の高島
に「高島石炭資料館」が存在するが，長崎市
内から車だけで移動できる野母崎の「軍艦島
資料館」も，とりわけ高浜から出発するツアー
の拠点として重要な役割を果たすことになる
だろう．
もっとも，商工会の中心メンバーによれば，
端島への注目の経済的な効果は実際あまりな
いという．しかし，次の発言にみられるよう
に，彼らの活動は地域への愛着やネットワー
クづくりの試みが間接的に地域を活性化させ
るという考えによって支えられているように
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みえる．
実際，商売に跳ね返るわけではないね．
観光をしてもね．……結局は巡り巡って
自分に戻ってくる．自分はここで子を育
てていく．過疎化も進んでいく中で，……
仕事だけでなくて，まちおこしの取り組
みとか町の行事とかってのをやっとけ
ば，子どもはそれを見て育つけ，ね．웖웓웗
3.3 高 島
高島は端島と同様に，三菱の炭鉱があった
島（閉山は1986年）である．2001年11月に
端島の所有者であった三菱マテリアルが島を
高島町に無償譲渡し，後に2005年に高島町が
長崎市と合併してからは，島は長崎市の所有
となった．炭鉱閉山後，高島町は急激な人口
の減少と高齢化に悩まされていたが，端島の
積極的な活用には踏み出さなかった웖웋월웗．これ
に対し，地元の商工会青年部の有志が独自に
行動をし，高島と端島のガイドツアーを企画
するようになる．
ツアーのガイドであるＡ氏は，高島炭鉱が
過去最高の出炭を記録していた1960年代半
ばに高島で生まれた．2001年に端島が三菱マ
テリアルから高島町に無償譲渡されたとき，
Ａ氏ら商工会青年部のメンバーはまちおこし
の勉強会の中で端島の活用を検討するように
なった．しかし消極的な高島町行政への遠慮
もあり，結局NPOの協力の呼びかけにも応
えられずにいた．そこでＡ氏らは，2005年の
高島町と長崎市の合併を見越して，独自にガ
イドツアーを企画するようになる．もっとも，
Ａ氏自身は端島の住民だったわけでもなく，
彼も彼の父も高島の炭鉱で働いたことがある
わけではなかった．しかしＡ氏は，高島も端
島も同じ離島の炭鉱であり，同じ三菱の炭鉱
であったために，生活習慣や町の作り方が同
じであることに光を当て，その観点から，炭
鉱マンの視点だけでなく，商売人の視点もあ
りうることを主張するのである．
軍艦島の観光について，僕ら（高島の
住民）がもってる強みっていうのは，地
元の人しか知らない，町の作り方が一緒
なんですね．炭鉱の町で．生活習慣なん
か．……その観点も炭鉱に勤めてた人，
商売の観点から見ていた人，２つの進め
方がある……．僕の場合は商売を通して
みていたんで，そっちの方の話をしてい
きますけどね．웖웋웋웗
こうした考えに基づいて，Ａ氏らのガイド
ツアー웖웋워웗では，当時上陸禁止だった端島だけ
ではなく，高島も歩いてもらい，その魅力を
紹介するという方法をとった．このツアーに
は，2007年４月から８月にかけて計335名の
参加があり，299名が主催者によるアンケー
トに回答している．これによれば，まず各年
齢で男性よりも女性の参加者が目立ち（図表
４），全体の６割以上が長崎市内を含む長崎県
内居住者であることがわかる（図表６）．
また，アンケートの自由記述欄をみると，
初めは物珍しさによって端島に惹きつけられ
てきた参加者が，ガイドによる炭鉱の歴史の
解説や，炭鉱の島で育ったガイドならではの
活き活きとしたエピソードを楽しんでいった
様子が読みとれる．
図表４ 高島からの軍艦島周遊ツアー参加者数（件
数：299）
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･廃墟のイメージだったが，説明をきき，
文化・歴史に興味を持った．（男性，30代）
･長崎に住んでいる人間ですが，知らない
事だらけ．特殊な軍艦島というとりわけ
凝縮した世界にとても興味をおぼえた．
（女性，30代）
･炭鉱閉山というと，つらさ，悲惨さといっ
た女工哀史的な論調のメディアにしか接
しませんが，実際に島に暮らしている人
のもっと楽しかった的な率直な話が聞け
て良かった．（男性，30代）
その一方で，島の保存の仕方（現状維持／保
存／修復）や観光利用（の推進）の是非など
については，意見が錯綜している．
･観光化は必要なのかもしれないが，現状
維持にとどめて，あまり人の手は入れな
いでほしい．（女性，50代）
･上陸したい気持ちはありますが，心ない
観光客に荒らされないか心配．朽ちて行
く過程ではなく，産業遺産として保存を
して欲しいです．（女性，30代）
･くずれ行く物体をそのまま見ておきた
い．つまり補修せずにくずれるままにし
ておく．（男性，50代）
さらに，以下のように現状での問題点を指摘
する意見もみられる．
･島民の「顔」が見えない．（男性，50代）
･今回の説明をしてくれた○○さん（ガイ
ドのＡ氏）は素晴らしい説明をされまし
たが，○○さんの他にあれだけの説明が
出来る人が何人いるのか？ ガイドがい
なければ観光客が増えても軍艦島や高島
の魅力が伝わらないと思います．（男性，
30代）
実際，2007年冬にＡ氏が事情によりガイド
から手をひいてしまってからは，残念ながら
この高島のガイドツアーは行なわれなくなっ
てしまった．とはいえ，このガイドツアーは，
地元を中心とする参加者に対して，端島のみ
ならず高島の歴史やその後の観光化の是非な
どについて考えるきっかけを提供したという
意味において，大きな役割を果たしたといえ
るだろう．
４ 軍艦島上陸解禁後の動向
2008年秋に文化庁により，「端島炭鉱」を含
む「九州・山口の近代化産業遺産群」がユネ
スコ世界遺産暫定リストに記載されることが
決定し，端島への注目はさらに高まることに
なる．これと時期を同じくして，2009年４月
には見学通路が一般公開され웖웋웍웗，2010年１月
現在では以下の通り長崎市より認可された５
図表５ 高島からの軍艦島周遊ツアー参加者・年齢別
割合（件数：299）
図表６ 高島からの軍艦島周遊ツアー参加者・居住地
別割合（件数：299）
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事業者が上陸ツアーを行なっている（図表７
-９）．５事業者のうち，Ａ社は1997年から不
定期で「軍艦島クルーズ」を行なっており，
2004年７月からは長崎港と軍艦島を結ぶ定
期航路を開設，2006年には利用者がのべ１万
人を突破している웖웋웎웗．また2009年４月から
９月の間には周遊コース（上陸なし）だけで
も１万人という実績を上げている．一方，規
模は小さいものの，高島の事業者であるＢ社
のツアーは，NPO法人「軍艦島を世界遺産に
する会」と協力関係にあり，NPOのスタッフ
がガイドを行なって好評を博している웖웋웏웗．さ
らに2009年秋以降には，高浜の事業者である
Ｅ社を含む３社が新規に参入してきている．
図表７は上陸解禁（2009年４月22日）から
12月までの各事業者ごとのツアー参加者数
を示しており，12月までに５万人近くが軍艦
島上陸ツアーに参加したことがわかる．図表
８および９は，2009年４月22日から５月18
日までの間に長崎市がツアー参加者に行なっ
たアンケート調査（Ａ社およびＢ社の参加者
4,595人が対象，回答数1,573）に基づくもの
である．年齢構成は前述の高島のツアーの場
合と大きな違いはないが，こちらは長崎県外
の参加者の割合が非常に多いことが特徴であ
る．母数が大きく異なるため両者は単純に比
較できないが，軍艦島上陸解禁のニュースが
全国的に報道されたことにより，多くの県外
在住者がひきつけられたということが読みと
れる．また，このアンケートによれば，前述
の高島のツアーとは異なり男性の参加者の方
が女性の参加者よりやや多い（男性50.7％，
女性42.2％，不明7.1％）．また，満足度に関
しては五段階評価で「大変良い」「良い」の合
計が85.8％にのぼっている．
不満足という回答は少なくはあるが，その
理由として，まず「見学範囲が限られている」
ことなどが挙げられている．現状では，安全
上の理由から，有名な高層アパート（社宅）
群を間近で見学することはできないように
なっており，事前にそのことを知らなかった
参加者は期待外れと感じることがあるようで
ある．次に，「護岸に釣り客が多い」という意
見がみられる．島内の敷地や施設が長崎市の
管理下にある一方で，護岸は長崎県の管理下
にある．そのため，上陸解禁以前から護岸上
図表７ 軍艦島上陸ツアー参加者数（単位：人)
船会社名（上陸コース
開始日）（船定員)
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計
上陸可 926 5,069 4,890 2,724 6,600 8,411 6,640 4,829 1,324 41,413Ａ社（4/22)
（198/225) 上陸不可 77 186 73 807 150 0 165 0 34 1,492
上陸可 206 249 101 342 730 637 436 205 2,906Ｂ社（5/2)
（49) 上陸不可 37 70 365 181 31 74 48 43 849
上陸可 294 551 114 959Ｃ社（10/6)
（45) 上陸不可 57 115 38 210
上陸可 286 392 611 123 1,412Ｄ社（8/25)
（40) 上陸不可 103 0 21 0 124
上陸可 51 19 12 82Ｅ社（10/23)
（20) 上陸不可 0 0 0 0
上陸コース乗船者(Ａ＋Ｂ) 1,003 5,498 5,282 3,997 7,273 9,561 8,310 6,630 1,893 49,447
上陸可（Ａ) 926 5,275 5,139 2,825 6,942 9,427 8,014 6,446 1,778 46,772
上陸不可（Ｂ) 77 223 143 1,172 331 134 296 184 115 2,675
※「上陸可」には船内待機の場合も含む．
※「上陸不可」とは，出港後に天候等の理由により接岸不可と判断したもの．
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で釣りを楽しむ人々がいたことは事実だが，
たとえ故意ではなくとも釣り客が有料の見学
施設（通路）内に立ち入ってしまうと，上陸
ツアー客には不公平感を与えてしまうので，
何らかの対策が必要であろう．
さらに，県外などの遠方からの参加者に
とって最も大きな問題が，悪天候などで上陸
ができない場合があることである．つまり，
欠航にならなくても，島付近の波が高い場合
などには桟橋が安全に利用できず，上陸がで
きない（周遊のみになる）場合もある．実際，
2009年４月から８月までのデータをみると，
各月の上陸率（上陸回数／運航回数）は６割
程度であり，月によっては３割程度となるこ
ともあった．こうした状況は軍艦島を目当て
にした遠方からの旅行客にとっては非常にリ
スクの高いものであり，上陸できなかった場
合のフォローが課題となる웖웋원웗．
５ 考 察
「産業遺産」への社会的な注目を待つまでも
なく，端島のような炭鉱の島における労働・
生活は，炭鉱という近代産業が人間に，日本
に，そして現代の私たちに何をもたらしたの
かを考える上でも語り継ぐに値する重要な記
憶である．しかしこの端島の場合，元住民が
全国に散在していること，炭鉱で働いていた
人々の多くがすでに高齢であること，そして
何よりそうした人々が島への愛着ゆえに現在
の端島の姿に複雑な思いをいだいていること
などの理由から，端島の保存や活用への積極
的な関わりが得られにくい，ということをみ
てきた．これに対し，端島の「地元」である
高浜や高島では，まちおこしのための地域資
源として「産業遺産・軍艦島」に注目しつつ，
その経済効果にとどまらないネットワークづ
くりや，地元の活性化を願っている若い世代
があらわれた．そして元住民の一人が立ち上
げたNPOは，「ふるさと」としての端島の保
存をめざす活動を通じて，これらの「地元」
との協力関係を築いてきた．
こうした積み重ねが，野母崎の「軍艦島資
料館」や高島の軍艦島ツアーのような，地域
に密着した魅力的な取り組みを生み出した．
だが前者は予算面・ハード面での限界（施設・
展示の維持の困難），後者はソフト面での限界
（ガイドの人手不足）に直面した．軍艦島の世
界遺産暫定リスト入りと上陸解禁という事態
はこうした状況を好転させたが，その効果が
一過性のものに終わってしまうことも現状で
は否定できない．
また，端島の世界遺産化をめぐる状況も決
して安定したものとはいえない．2008年７月
の第32回世界遺産委員会で，「平泉―얨仏国
土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺
跡群」の登録延期が決定されたように，世界
図表８ 軍艦島上陸ツアー参加者・年齢別割合（件
数：1,573）
図表９ 軍艦島上陸ツアー参加者・居住地別割合（件
数：1,573）
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遺産の登録への道のりは次第に厳しいものと
なりつつある．また，2009年１月に「九州・
山口の近代化産業遺産群」が世界遺産暫定リ
ストに記載された時点では，端島炭坑（軍艦
島）とともに，筑豊の福岡県田川市の伊田竪
坑第一・第二煙突および伊田竪坑櫓が構成資
産に含まれていたが，その後の構成資産の再
検討過程のなかでこれらの田川市の資産は除
外されることとなった．
だが当然のことながら，筑豊の炭鉱遺蹟が
世界遺産暫定リストから外れたことによっ
て，その歴史的価値が減じられるわけでは決
してない．「世界遺産」のブランドは魅力的な
ものかもしれないが，むしろそれを一つの
きっかけとして，地域住民や関係者みずから
が積極的にその価値を再発見し，地域の誇り
として受け継いでいくことが重要であ
る웖웋웑웗．端島に関しても，現状では，元住民の
生活のユニークさ，産業遺産としての歴史的
価値，高層アパートなどの建築学的な価値，
「廃墟」としての物珍しさなど様々な視点から
の評価がなされているが，今後は元住民や周
辺地域住民ならではの積極的な意味づけが
いっそう求められるようになるだろう．たと
えば，高浜からは女性が舟で行商に通い，地
元に貴重な現金収入をもたらしていたこと
や，高島は三菱創業の地でもあり，端島と同
様に豊かな炭鉱の暮らしがあったことなど
は，その地域ならではの魅力的なストーリー
として語りうるだろう．軍艦島上陸ツアーに
複数の事業者が参入しつつある現在，施設な
どのハード面や表面的なサービスにおける競
争だけでなく，こうした付加価値をアピール
できるようになれば，それぞれのツアーが一
過性のものでない魅力を帯びることになり，
地域の誇りや活力にもつながっていくのでは
ないだろうか．
「産業遺産」を対象としたヘリテージ・ツー
リズムは日本ではまだ始まったばかりであ
る．ここにみてきただけでもハード面，ソフ
ト面でも様々な課題をかかえ，そこに関与す
る地域社会にとっても現実に様々なリスクが
存在する．これらはいずれも克服していかね
ばならない困難な実践的問題だが，その一方
で本稿で紹介してきた軍艦島の事例を含む，
ヘリテージ・ツーリズムの取り組みの歴史的
意義は十分に評価されるべきだろう．すなわ
ち，近代社会を地下という目に見えない場所
から支え続け，そしてエネルギー革命，脱工
業化といった標語のもと，十分に顧みられな
いまま過去へと追いやられつつあった炭鉱に
光を当てることは，人間社会の際限のない発
展という信仰に翳りがさしている今日，我々
の現在の立ち位置，そしてこれからの社会の
あるべき姿を考える上で大きな助けになると
思われる．「観光資源」として炭鉱の遺蹟の価
値を発見することは，あくまでもそのきっか
けに過ぎないのである．
謝 辞
聞き取りにご協力いただいたNPO法人
「軍艦島を世界遺産にする会」，長崎南商工会，
田川市石炭・歴史博物館，長崎市高島町在住
の関係者の皆様に感謝いたします．また，第
４節で軍艦島上陸ツアーについて記述するに
あたり，長崎市文化観光総務課より情報・資
料の提供を受けた．この場を借りて御礼申し
上げます．
注
⑴ 2009年１月に世界遺産暫定リストへの記載
が決定して以降も，構成資産の見直しが進めら
れており，福岡県田川市の伊田竪坑第一・第二
煙突や竪坑櫓などがリストから削除されるこ
とになった．
⑵ 以上，端島の概要については，『高島炭砿史』
および岩波書店『よむ』1994年２月号を参照し
た．
⑶ 「端島会」は2003年５月11日，「閉山三十年
の集い」を開いている（西日本新聞2003年５月
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12日朝刊）．また，2010年１月に長崎市で「端
島小中学校同窓会」が結成された．「端島会」が
元労働組合員らによる全国組織だったのに対
し，こちらはNPO法人「軍艦島を世界遺産に
する会」らの呼びかけによって，世代を超えて
島の歴史を語り継ぐことを目指している．設立
総会には長崎県を中心に40～80歳代の30人
以上が集まった（西日本新聞2010年１月７日
夕刊）．
⑷ 2007年２月16日，高島在住の端島元住民へ
の聞き取りによる．
⑸ 2007年２月20日，NPO法人「軍艦島を世界
遺産にする会」理事長への聞き取りによる．
⑹ 2009年１月25日，野母崎町商工会青年部
（現・長崎南商工会）のメンバーへの聞き取りに
よる．
⑺ 西日本新聞2003年12月16日朝刊による．
⑻ 2009年１月25日，野母崎町商工会青年部
（現・長崎南商工会）のメンバーへの聞き取りに
よる．
⑼ 2009年１月25日，野母崎町商工会青年部
（現・長崎南商工会）のメンバーへの聞き取りに
よる．
쑰썫 豊田定光高島町長（当時）は，西日本新聞
2001年12月２日朝刊で，端島を三菱マテリア
ルから取得した理由として，「上陸者が後を絶
たず，安全を考えると，やめさせる必要がある
と思ったからだ．三菱は無断上陸を禁止してい
たが，廃虚ツアーや釣りなどで次々と訪れてい
る」と発言している．その上で，「当面は看板を
立てて上陸を厳しく制限するが，将来は観光の
目玉に生かしたい」としている．
쑰썶 2007年２月17日，高島の軍艦島ガイドＡ氏
への聞き取りによる．
쑰썷 高島での軍艦島のガイドツアーの詳細につ
いては，木村（2007，2009）を参照．
쑰썸 この通路の事業費は2007年度予算に盛り込
まれており，当初2008年４月の公開を目指し
ていたが，「工事の時期や内容について地元漁
業者や海運業者らとの協議が予定より長引い
たほか，桟橋から島内へ入る部分の壁に多数の
ひび割れが見つかり，新たに補修が必要なこと
も判明」したため，公開が延期されていた（西
日本新聞2007年12月31日朝刊）．上陸ツアー
参加者は，この施設利用料として，船賃とは別
に一般300円の料金を支払うことになる．
쑰썹 長崎新聞2006年11月10日より．長崎市か
ら一般旅客定期航路事業を許可されたのは
2003年９月（西日本新聞2003年９月12日朝
刊）．
쑰썺 筆者は，2009年８月22日（軍艦島のみ），
2010年２月６日（高島経由）にＢ社のツアーに
参加している（いずれも上陸可）．
쑰썧 上陸できない場合のみ，記念品のキーホル
ダーがもらえることになっている．
쑰써 実際，今後も田川市をはじめ筑豊地域が一体
となった炭鉱の歴史の保存と評価の取り組み
は続けられていくという．2010年１月16日，
田川市石炭・歴史博物館での聞き取りより．
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